
 

令和４年度 工業「実習」シラバス 

                                                                        県立那覇工業高等学校 

 

教 科 学 科 科目名 学年 学期 単位数 必修・選択 

工 業 自動車 実習 １ 全 ３ 必修 

使用教科書 工業技術基礎（実教出版） ３級ガソリンエンジン、シャシ 

 

 

１ 科目の目標 

 

① ガソリンエンジンの分解及び組み立てを通して、エンジンの仕組み、工具の使い方及び作業方法

を学ぶ。 

② 日常点検、１年定期点検及び基礎整備作業を通して、点検方法及び各整備作業方法を学び、自動

車整備への興味関心を高める。 

③ マニュアルトランスミッション（ＦＲ）及びデファレンシャルギアの分解及び組み立てを通して、

マニュアルトランス及びデフの仕組み、工具の使い方及び作業方法を学ぶ。 

④ 板金･塗装作業をとおして金属の形態、性質の変化と塗装技術の基礎･基本を学ぶ。 

 

 

２ 学習の方法 

 

（１）エンジン班 
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〇エンジンの組み立て

・作業に適切な工具を安全かつ効率

的に使用し、組み立てができるよう

にする。

・分解作業にあった

適切な工具を使用

し、作業手順に従っ

て作業することがで

きる。

・規定トルクが指定

されているボルトを

正しいトルクで締め

る。

・作業効率を考えた

部品や工具の配置・

準備ができる。

〇エンジンの分解作業

・作業に適切な工具を安全かつ効率

的に使用し、分解できるようにす

る。

・分解した部品等を保管・管理でき

るようにする。

・分解した部品の仕組みや働きを理

解させる。

・分解作業にあった

適切な工具を使用

し、作業手順に従っ

て作業することがで

きる。

・各種部品、セン

セー類の仕組みや働

きを理解している。

・組み立て作業が効

率的に行えるように

部品の整理・保管が

できている。

〇各部品の計測・点検

・各種測定器具を使用し、自動車部

品の摩耗・衰損した箇所の測定・点

検ができるようにする。

・測定器具を正しく

使い、正確な測定が

できる。

・計測・測定をした

結果を基準値と比較

し、部品の状態を判

断することができ

る。

・各部品の特徴がど

こなのか考えそして

気づくことができ

る。

実施

時数

・自ら積極的に分解

作業に取り組んでい

る。

・共同作業では声か

けをして、安全な作

業ができる。

年間指導計画表

主体的に取り組む態度

・実習服・安全靴を

正しく着用できてい

る。

・安全作業を行うに

当たり、危険予知を

自ら行う。

評価規準・評価方法

知識・技術 思考・判断・表現

〇安全教育

・分解作業をするに当たり、発生し

うる危険を考えさせ、安全作業を徹

底させる。

〇使用工具の名称

・分解作業に必要な工具の名称、使

用方法、管理方法を指導する。

〇エンジンの概要

・エンジンの基本的な構造の説明。

評価の観点

・分解作業で使用す

る工具の名称・使用

方法を理解してい

る。工具の管理・保

管が徹底している。

・エンジンの基本的

な構造について理解

している。

指導内容（教科書）指導項目項目
予定

時数

・自ら積極的にス

ケッチに取り組んで

いる。

(１)　要素実習

・自ら積極的に組み

立て作業に取り組ん

でいる。

・共同作業では声か

けをして、安全な作

業ができる。

・自ら積極的に計測

に取り組んでいる。

〇部品のスケッチ

・部品をスケッチさせることで、部

品の特徴をとらえさせる。

・各部品の特徴の理

由等を理解してい

る。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）点検整備班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）シャシ班 
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〇エンジンの組み立て

・作業に適切な工具を安全かつ効率

的に使用し、組み立てができるよう

にする。

・分解作業にあった

適切な工具を使用

し、作業手順に従っ

て作業することがで

きる。

・規定トルクが指定

されているボルトを

正しいトルクで締め

る。

・作業効率を考えた

部品や工具の配置・

準備ができる。

〇エンジンの分解作業

・作業に適切な工具を安全かつ効率

的に使用し、分解できるようにす

る。

・分解した部品等を保管・管理でき

るようにする。

・分解した部品の仕組みや働きを理

解させる。

・分解作業にあった

適切な工具を使用

し、作業手順に従っ

て作業することがで

きる。

・各種部品、セン

セー類の仕組みや働

きを理解している。

・組み立て作業が効

率的に行えるように

部品の整理・保管が

できている。

〇各部品の計測・点検

・各種測定器具を使用し、自動車部

品の摩耗・衰損した箇所の測定・点

検ができるようにする。

・測定器具を正しく

使い、正確な測定が

できる。

・計測・測定をした

結果を基準値と比較

し、部品の状態を判

断することができ

る。

・各部品の特徴がど

こなのか考えそして

気づくことができ

る。

実施

時数

・自ら積極的に分解

作業に取り組んでい

る。

・共同作業では声か

けをして、安全な作

業ができる。

年間指導計画表

主体的に取り組む態度

・実習服・安全靴を

正しく着用できてい

る。

・安全作業を行うに

当たり、危険予知を

自ら行う。

評価規準・評価方法

知識・技術 思考・判断・表現

〇安全教育

・分解作業をするに当たり、発生し

うる危険を考えさせ、安全作業を徹

底させる。

〇使用工具の名称

・分解作業に必要な工具の名称、使

用方法、管理方法を指導する。

〇エンジンの概要

・エンジンの基本的な構造の説明。

評価の観点

・分解作業で使用す

る工具の名称・使用

方法を理解してい

る。工具の管理・保

管が徹底している。

・エンジンの基本的

な構造について理解

している。

指導内容（教科書）指導項目項目
予定

時数

・自ら積極的にス

ケッチに取り組んで

いる。

(１)　要素実習

・自ら積極的に組み

立て作業に取り組ん

でいる。

・共同作業では声か

けをして、安全な作

業ができる。

・自ら積極的に計測

に取り組んでいる。

〇部品のスケッチ

・部品をスケッチさせることで、部

品の特徴をとらえさせる。

・各部品の特徴の理

由等を理解してい

る。
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項目
予定

時数

実施

時数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

年間指導計画表

（1）要素実習

（2）総合実習

・トラブル対処法

①バッテリあがり

②スペアタイヤの交換手順

③タイヤパンク対処

④高速道路でトラブル対処

・トラブル対処法に

ついて理解してい

る。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

・日常点検

①エンジンルーム内の点検

②タイヤの亀裂、損傷および異常な

摩耗

③タイヤの溝の深さ

④ランプ類の点灯、点滅およびレン

ズの汚れ、損傷

⑤ブレーキペダルの踏みしろおよび

ブレーキの効き

⑥パーキングブレーキレバーの引き

しろ

⑦ウインドウォッシャの噴射状態

⑧ワイパの拭き取り状態

⑨エンジンのかかり具合および異音

・日常点検項目につ

いて理解している。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（2）総合実習

（3）先端的技術に

対応した実習

・定期点検

①灯火装置、メーターパネルの点検

②オイル交換

③タイヤ、リム脱着

④タイヤパンク修理

⑤タイヤチェンジャおよびホイール

バランサの取り扱い

・定期点検項目につ

いて理解している。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。
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項目
予定

時数

実施

時数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

年間指導計画表

（1）要素実習

（2）総合実習

４．トランスミッションの分解・組

立

　①常時かみあい式変速装置

　②変速比の計算

　③ 後退ギヤのしくみ

・トランスミッショ

ンの分解・組立につ

いて理解している。

　①常時かみあい式

変速装置

　②変速比の計算

　③ 後退ギヤのしく

みについて理解して

いる。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

１．安全教育

２．工具の名称使用法

３．トランスミッションの構造及び

作動

・安全作業について

理解している。

・工具の名称使用法

について理解してい

る。

・トランスミッショ

ンの構造作動につい

て理解している。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

５．ファイナル・ギヤ及びデファレ

ンシャルの構造

　　及び作動

　④最終減速比

　⑤作動装置のしくみ

・ファイナル・ギヤ

及びデファレンシャ

ルの構造及び作動に

ついて理解してい

る。

　④最終減速比

　⑤作動装置のしく

み

　について理解して

いる。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）板金塗装班 
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項目
予定

時数

実施

時数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

年間指導計画表

（1）要素実習

（2）総合実習

４．トランスミッションの分解・組

立

　①常時かみあい式変速装置

　②変速比の計算

　③ 後退ギヤのしくみ

・トランスミッショ

ンの分解・組立につ

いて理解している。

　①常時かみあい式

変速装置

　②変速比の計算

　③ 後退ギヤのしく

みについて理解して

いる。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

１．安全教育

２．工具の名称使用法

３．トランスミッションの構造及び

作動

・安全作業について

理解している。

・工具の名称使用法

について理解してい

る。

・トランスミッショ

ンの構造作動につい

て理解している。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

５．ファイナル・ギヤ及びデファレ

ンシャルの構造

　　及び作動

　④最終減速比

　⑤作動装置のしくみ

・ファイナル・ギヤ

及びデファレンシャ

ルの構造及び作動に

ついて理解してい

る。

　④最終減速比

　⑤作動装置のしく

み

　について理解して

いる。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。
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項目
予定

時数

実施

時数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

年間指導計画表

（1）要素実習

（2）総合実習

３．表面処理

　③パテ付け作業

　④研ぎ作業

４．塗装作業

　⑤マスキング作業

　⑥下塗り作業

・表面処理

③パテ付け作業

④研ぎ作業について

理解している。

４．塗装作業

⑤マスキング作業

⑥下塗り作業につい

て理解している。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

１．板金加工の基礎知識および安全

作業

２．板金加工

　① ボンデ板曲げ加工

　② スポット溶接

・板金加工の基礎知

識および安全作業に

ついて理解してい

る。

・板金加工

① ボンデ板曲げ加工

② スポット溶接につ

いて理解している。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。

（1）要素実習

（2）総合実習

４．塗装作業

　⑦仕上げ塗り作業

　⑧磨き仕上げ作業

・塗装作業

⑦仕上げ塗り作業

⑧磨き仕上げ作業に

ついて理解してい

る。

・安全作業における

注意事項を理解し、

適切に作業を行うこ

とができる。

・使用する道具、工

具の準備･整理整頓と

清掃ができる。


